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ニッパツ、CDP「気候変動レポート 2025」にて「B」スコアを獲得 

 

ニッパツ（本社：横浜市、代表取締役社長：上村和久）は、CDP（Carbon Disclosure 

Project）が公表した「気候変動レポート 2025」において、昨年に引き続き「B」スコアを獲得し

ました。 

 

１．CDP とは 

CDP は 2000 年にイギリスで設立された国際的 NGO 団体で、世界の企業に気候変動への戦略

や温室効果ガス排出量などの情報開示を求め、評価スコアを世界に公表します。当社が認定さ

れた「B」スコアは、8 段階のスコア（A、A-、B、B-、C、C-、D、D-）のうち上から 3 番目

に位置するものです。「B」スコアは CDP 基準で「マネジメントレベル」とされ、「自社の環境

リスクや影響について把握し、行動している」と評価されたことを示すものです。 

 

２．当社グループの取り組み 

当社グループは「CO2 排出量の削減」と「環境負荷物質の削減」をマテリアリティに掲げてい

ます。「ニッパツグループ環境チャレンジ」において 2039 年までのカーボンニュートラル達成

（国内）および産業廃棄物ゼロ（2013 年度比）を目標に設定し、現在までに当社宮田工場

（長野県）、DDS 駒ヶ根工場（長野県）、野洲工場（滋賀県）、国内グループ会社のニッパツ・

メック駒ヶ根工場（長野県）の計 4 拠点で生産活動におけるカーボンニュートラル化を達成し

ています。さらに、2024 年度には、海外拠点を含めて 2050 年までのカーボンニュートラル達

成を新たに目標として掲げ、推進しています。 

トップマネジメント主導のもと、地球環境対策委員会における進捗管理を行い、全社的に取り

組みを推進しています。また、気候変動を背景とした電動車需要を見据え、電動車用モーター

コアや金属基板への投資を行い、開発・生産を強化しています。 

 

 当社グループは今後とも、気候変動への対応を重要な経営課題と捉え、取り組みを強化してまい

ります。 

 

 

 

 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

  ニッパツ 企画管理本部 経営企画部 Tel. 045-786-7512 

技術本部 安全環境部 Tel. 045-786-7520 

 

以 上 


